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HgGa2S4 と CdGa2S4 の混晶である Hg1xCdxGa2S4 結晶を用いた、光パラメトリック発振 (OPO)1 

及び光パラメトリック増幅(OPA) 2が報告されている。この結晶は、混晶比 x を変えることで、所

望の波長の中赤外光を Nd:YAG レーザ励起 90°位相整合 OPO により、直接発生させることが可

能である。今回、長さ 10 mm、カット角 = 90°,  = 45°の Hg0.35Cd0.65Ga2S4結晶を用いて 1.0642 

m発振の Nd:YAG レーザと Nd:YAG レーザ第３高調波励起による-BaB2O4/OPO のアイドラー光

との光差周波発生 (DFG) の位相整合角を測定したところ、Fig. 1 に示すように 8.24～9.40 m の

極めて広い波長範囲で、ほぼ 90°位相整合することを確認した。なお、Fig.1 の点線は、以下に示

す Hg0.35Cd0.65Ga2S4結晶のセルマイヤー方程式により得られた理論曲線である。 
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ここで、λは単位 m の波長である。次に、Fig. 2 に示すように 20℃から 37℃まで温度同調する

ことにより 90°位相整合 OPO も実現した。なお、Fig. 2 の点線は、上記(1)式に加え、筆者らが既

に報告したHgGa2S4及びCdGa2S4の屈折率温度分散式 3,4を元に計算した理論曲線である。さらに、

Hg1xCdxGa2S4結晶の SRO 共振器による Nd:YAG レーザ励起 OPO においては、Fig. 2 に示すよう

に２つのアイドラー光を同時に観測した。位相整合特性などの詳細については当日報告を行う。 

 

Fig. 1.  Phase-matching curves for type-1 DFG between a Nd:YAG 

laser and Nd:YAG laser-pumped BBO/OPO in 

Hg0.35Cd0.65Ga2S4 at 20℃.  ⊙ :  experimental points. 

 
Fig. 2.    90°phase-matching curves for type-1 DFG between 

a Nd:YAG laser and a Nd:YAG laser-pumped 

BBO/OPO in Hg0.35Cd0.65Ga2S4. The solid lines are 

the spectral bandwidths at FWHM observed for 

OPO.  ⊙ :  experimental points. 
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